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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです

発行所 新日本婦人の会
New Japan Women's Association

〒112－0002 東京都文京区小石川5-10-20 電話03（3814）9141（代）

編集部 03（5805）2370／ Fax 03（5805）2372 振替00150-7-74582 １部105円 月410円（いずれも税込み、送料別）、会員は会費に含む

http://www.shinfujin.gr.jpⒸ新日本婦人の会2024年

常
に
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と
向
き
合
い
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り
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し
て
き
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﹁
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３
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で
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９
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に
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で
の
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戦
闘
で

両
軍
と
も
に
約
２
万
人
の
死
傷
者
を
出
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﹁
事
件
﹂
と
言

う
よ
り
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に
は
﹁
戦
争
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で
あ

た

日
本
陸
軍
が
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め
て
経
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で
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な
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え
た
ソ
連
軍
に
対
し
て

物
量
も
装
備
も
劣
る
日
本
軍
は

大
和

魂
で
補
う

こ
と
し
か
で
き
な
か

た


８
月

日
号
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刊
で
す

あらすじ

1970年のとある出版社。まだ女性編集者の

少ない職場で将来を期待された沢田利枝（岡

本有紀）は、次年度に向けた長期連載企画と

して「ノモンハン事件」を提案する。編集部

からは「過去の事件よりも今のベトナムだろ

う」と反対されるものの、大物小説家・馬場

（吉村直）の発案であることを伝えると反応

は一転。無事に企画を進めることになった沢

田は、先輩の後藤（矢野貴大）とともに当時

を知る証言者たちへ取材を重ねていく。「ど

うしてこの戦争を止めることができなかった

のか」。沢田の疑問は膨らんでいくが、突然

馬場が執筆を断念すると言い出す。到底あき

らめきれないと訴える沢田に対し、後藤は一

策を講じる…。

主人公・沢田利枝を演じる岡本有紀さん（青年劇場スタジオ結にて）
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岐
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が
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﹁
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づ
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の
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